
の見積書は、福山地区消防組合用の様式を使用してください。

までに見積書を資産活用課へ提出してください。

　なお、見積書は番号ごとに分けてください。※見本は要求課に返却すること※

　見積書は所定の様式で提出をお願いします。
　見積金額は契約希望金額から消費税相当額を除いた額を記載してください。見積り合わせの結果については書面又は福山市ホームページにより公表しますので、落札さ
れた場合は、公表の日から原則５日以内に発注書を受領（契約締結）してください。
　見積書を提出された場合は、福山市契約規則第３条に基づき、請書をもって契約書に代えること、又は第４条に基づき、見積書をもって契約書に代えることに同意していた
だいたものとします。
　なお、契約の履行については、地方自治法施行令、福山市契約規則及び福山市物品調達契約約款の定めるところとします。

※何番の見積書であるかを必ず見積書内に記載してください。　手書き可。　例）⑤　例）No.５　例）番号：５

　次に掲げる物件について、 ２０２６年２月２４日(火)

搬入 10着 警防課 2026年3月31日

被　服　見　積　仕　様　書

番号 要求課
負担行
為番号

品名 品質規格その他 納品方法 数量呼称 納品場所 希望納期

1 警防課 109491
福山市消防団員活動服（冬）
上衣

仕様書のとおり

搬入 20本 警防課 2026年3月31日

2 警防課 109551
福山市消防団略帽
（アポロキャップ）

仕様書のとおり 搬入 20個 警防課 2026年3月31日

福山市消防団員活動服（冬）
下衣

仕様書のとおり



No.1 福山市消防団員活動服（冬）仕様書

福 山 市



福山市消防団員活動服（冬）仕様書

この仕様書は福山市が購入する消防団員用活動服（冬）について定める。

総  則

１ 応札者は、応札前に本仕様書を熟知し、応札すること。

２ 本仕様書の疑義については、消防局警防課員に質問し、その指示によって施行完成す

ること。

   細部については、消防局警防課員が別に指示することがあるが、本仕様書に記載され

ていない部分についても当然必要と認められる部分については、良心的に施行するこ

と。なお、詳細については消防局警防課で所有している見本を参照のこと。

３ 製品完成の際は、消防局警防課員の指示によって検査を受け、手直しの必要がある場

合は指示の日時までにこれを完了すること。

４ 製品は、１着ごとに袋等に入れ、サイズ等が容易に確認できるようにすること。

５ この仕様書について疑義が生じた場合は、消防局警防課員と応札者で協議の上決定

すること。

６ 採寸は別表の寸法表によること。

７ 活動服１着に付き、金属製警笛（鎖付）一式を付属とすること。

   

８ 納入場所    福山地区消防組合消防局警防部警防課

９ 納入期限    ２０２６年３月３１日（火）までとする。

１０ 数  量    上衣１０着  下衣２０本

１１ 納入後、サイズ等の修正が発生した場合は速やかに対応すること。



本製品には再生ポリエステルを使用し、耐用年数経過後は回収することにより再利用を

可能にし、環境負担のより少ないものとする。

１ 型式

（１）上衣

  人間工学による立体裁断で、カッター衿型肩章付き・前合せファスナー式・袖口ファス

ナー式・左右胸ポケット雨蓋付き

  胸囲及び袖にオレンジを配色すること（別図参照）。

先染めストレッチ生地使用のこと。

（２）下衣

ワンタック長ズボン、腰帯、天狗の鼻付き

両脇、大腿部及び尻左右ポケット各１個付き

大腿部ポケットは雨蓋付とし、オレンジを配色すること（別図参照）。

ウエスト伸縮構造（裏ゴム式／見本参照のこと）。

先染めストレッチ生地使用のこと。

２ 生地材料

表生地

項    目 規                        格

種    類

先染エコストレッチギャバ(ブルー)

先染エコストレッチギャバ（オレンジ）

※色相については消防局警防課所有の見本を確認すること。

混 紡 率 再生ポリエステル  ８０% レーヨン  ２０%

糸 番 手

経 綿染再生ポリエステル６５％／Ｒ３５％ ４０／２

    （導電性繊維  一本／1ｃｍ混入）

緯 先染めケミカルポリエステル １６７Ｔ―４８／２

組    織 綾織

重  量 ２３０ｇ／㎡以上

染    色 先染め

密    度 縦 ８５本  横６１本／２．５４ｃｍ間以上

引裂強力 経 ４０Ｎ以上    緯 ５５Ｎ以上

引張強力 経 １２１０Ｎ以上  緯 １２５０Ｎ以上

ピリング ４級以上

染色堅牢度

耐光  ４級

洗濯（変）４級以上   （汚）３－４級以上

摩擦（乾）４級以上   （湿）３級以上

汗 （変）４級以上   （汚）４級以上

汗耐光 ４級以上

ストレッチ性 １１％以上

抗 菌 性 静菌活性値  ２．２以上（統一試験法）

収 縮 率 １．５％以内（タテ・ヨコ共）



３ 縫製条件

（１） 針数

３cm 間で地縫いは１２針以上、飾りは１２針以上、オーバーロックは８針以上とする。

（２） 釦付け

機械付け又は手付けとする。手付けは２本の糸を１個の穴に３～４回通し根巻きは３

回以上とする。

（３） 裁縫

糸調子は上下とも、ツレ・タルミのないようにし、返し針を完全にすること。縫い糸は

テトロン糸を使用のこと。

４ 縫製

（１） 上衣

ア 主衿

テトロン芯を入れ、衿幅は中央で約８cm（衿台幅約４cm）、衿先幅約８cm とする。

イ 前身頃

３枚ハギとし、胸囲はオレンジ色を配すること。

ウ 後身頃

３枚ハギとし、ヨーク下部に胸囲同様オレンジ色を配すること。

ヨーク部には全面反射の白色縁取りオレンジ丸ゴシック体の文字入れを行うこと

(詳細については別図参照)。

エ 衿吊り

衿吊りは所定のものを衿付き中央にはさみ縫いとする。

オ 胸ポケット

胸ポケットは左右２個で雨蓋付きとし、面ファスナー止めとする。雨蓋は、はさみ付

けとし、切り返しはオーバーロック掛けとする。

雨蓋はオレンジ色とし、ポケット本体についても胸囲オレンジ下端に合せた配色を

施すこと。

カ ペン差し

左袖にペン差しを設けること。

キ 前立て

前立ては比翼式とし、幅約３．５cm とする。

ク 肩縫い

本縫いしオーバーロック又はインターロックミシンを掛け、表一条縫いとする。

ケ 脇縫い

本縫いしオーバーロック又はインターロックミシンを掛ける。

コ 袖

袖にはオレンジを配色すること（別図参照）。



袖の縫いあわせは本縫いしオーバーロック又はインターロックミシンを掛ける。

サ 袖付け縫い

本縫いしオーバーロック又はインターロックミシンを掛ける。

シ 袖口

ファスナー開閉式とする。

ス 片布

所定のものを上前胸ポケット裏面中央に縫い付ける。

セ サイズネーム

衿付き中央の付近に縫い付ける。

ソ 階級章台

下前身頃雨蓋付け根中央上部に面ファスナー（凹面）を縫い付ける。

タ 胸刺繍

   左胸ポケット上部に「福山市消防団」と白色にて刺繍を入れる。位置については右胸

階級章台中央と高さを揃えることとし、字体及び大きさについては、消防局警防課

所有の見本を確認すること。

チ 肩章

幅は約５cm とし、端を袖付けの縫い目に縫い込む。肩章の先は衿付根部より約３cm

下った位置とする。

ツ 裾折り返し

裾は三つ折りとし仕上がり幅約２cm とする。

（２） 下衣

ア 前タック

左右各１本を外向けに付ける。

イ 腰帯

帯幅約４cm とし芯地（幅３．８㎝綿芯）を入れ、腰裏はラッセル入りマーベルト付

きとし、ウエスト伸縮構造を用いて左右各約２cm 拡張が出来るようにすること。伸

縮構造は、腹部締め付けを軽減し、且つ運動性を高めるため、ゴム伸縮式を採用する

こと(裏ゴム式)。落しミシンがけとし両端に前かんを付ける。

ウ ループ

上端より約１cm 下に幅約１．５cm・長さ約５cm のループ８本付ける。

エ 脇ポケット

両脇口には口幅約１５cm の斜め切りポケットを設ける。

口端は閂止めを施し、右袋内に共生地で小物ポケットを縫い付ける。

オ 大腿部ポケット

大腿部には、雨蓋付貼りポケットを設けること。

雨蓋はオレンジ色とし、縦約７．５cm、横約１９cm とする。面ファスナーにて収納



物等が容易に落ちない構造とすること。

ポケットは縦約２０cm、横約１７cm で二方風巾とする。

カ 尻ポケット

上端より約９cm 下に口幅約１４cm・深さ約１８cm の片玉にてポケット２個付ける。

ポケット口端にはそれぞれ閂止めを施す。

キ 相引き・内股尻縫い

裁ち目はオーバーロックをし、尻縫いは二本針２重環縫い、内股及び相引きは一本針

１重環縫いとする。本縫いの場合、尻縫いは２回縫い、その他は１回縫いとする。

ク 棒シック

シック用テープ又は袋地を使用し尻縫い目に付ける。

ケ 裾口

折り返しは３cm 以上とし、オーバーロックを掛け裾上げする。

コ 片布

上前・脇ポケット裏につける。

サ 穴かがり

機械穴・ハトメ



５ 寸法                                    

（単位:cm）許容差±1 ㎝

上      衣 下      衣

サイズ 首囲 着丈 桁丈 胸囲 サイズ 腰囲 股下

Ａ Ｓ ３７ ７２ ７６.５ １００ Ａ Ｓ ７４ ６９

Ａ Ｍ ３９ ７４ ７９.５ １０５ Ａ Ｍ ７８ ７２

Ａ Ｌ ４２ ７６ ８２.５ １１０ Ａ Ｌ ８２ ７５

ＡＬＬ ４４ ７８ ８５.５ １１５ ＡＬＬ ８８ ７８

特ＡＬＬ ４４ ８３ ８９.５ １１５ Ｂ Ｓ ８５ ７０

Ｂ Ｍ ４１ ７５ ８０ １１５ Ｂ Ｍ ９１ ７０

Ｂ Ｌ ４３ ７８ ８３ １２０ Ｂ Ｌ ９５ ７３

ＢＬＬ ４５ ７８ ８６ １２５ ＢＬＬ １００ ７３

特ＢＬＬ ４５ ８３ ９０ １２５ Ｙ Ｓ ７２ ７２

ＢＬＬＬ ４７ ８０ ８９ １３０ Ｙ Ｍ ７６ ７５

４Ｌ ４７ ８３ ９２ １３５ Ｙ Ｌ ８０ ７８

５Ｌ ４７ ８５ ９４ １４０ ＹＬＬ ８４ ８０

Ｗ１０５ １０５ ８５

フリー

Ｗ１１０ １１０ ８５

フリー

Ｗ１１５ １１５ ８５

フリー

Ｗ１２０ １２０ ８５

フリー

Ｗ１２５ １２５ ８５

フリー

Ｗ１３０ １３０ ８５

フリー

※寸法表に合わない者がいる場合は、別仕立てとする。

６ 付則

活動服上衣１着に付き、金属製警笛（鎖付）一式を付属させること。



【概要図】

福山市消防団

オレンジ色

雨蓋オレンジ色



下衣詳細図

拡大図



背文字レイアウト



サイズ内訳

規格 数量

上衣 BLL 10

AL 10

ALL 10

活動服（冬）
下衣



No.2福山市消防団略帽（アポロキャップ）仕様書

福山市消防担当警防課
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福 山 市 消 防 団 略 帽 （ ア ポ ロ キ ャ ッ プ ） 仕様 書                         

この仕様書は、福山市（以下「当局」という。）が発注する略帽（アポロキャップ）について定める。

１ 総則

（１） 応札者は、応札前に本仕様書を熟知し応札すること。

（２） 本仕様書は別図を参照し、疑義については警防課員に質問し、その指示によ

って施行完成すること。細部については、当局課員が別に指示することがある

が、本仕様書に記載されていない部分についても当然必要と認められる部分に

ついては、良心的に施行すること。

なお、詳細については消防局で管理している見本を参照のこと。

（３） 量産にかかる前に製作見本を警防課に提出し、承認を受けること。

（４） 製品完成の際は、警防課の指示によって検査を受け、手直しの必要がある場

合は指示の日時までにこれを完了すること。

（５） 製品は、１個ごとにサイズが容易に確認できるようにすること。

（６） この仕様書の内容について疑義が生じた場合は、両者で協議の上、決定する

こと。

（７） 納入場所  福山地区消防組合消防局 警防課

（８） 納入期限  ２０２６年（令和８年）３月３１日（火）

（９） 数 量 ２０個※サイズ別数量は別表のとおり。



2

２ 規定材料

（１） 表生地 以下のとおりとする。（同等品以上可）

混 紡 率 再生ポリエステル   ５５％以上

レーヨン       ３５％以上

染 色 方 法     先染め

組   織 綾織り

色   相 色相（H） ３．０PB～３．８PB  （JIS Z ８７２１）

明度（V） ３．０～３．３   日立からーアナライザー

彩度（C） ３．２～３．８   Ｃ－２０００Ｓ

番   手 ３４／２Ｘ３０／２以上

密   度 経 110 本ｘ緯 50 本以上（インチ間）

引 裂 強 力     経４０N 以上         （JIS L 1096D 法）

緯４０N 以上         （JIS L 1096D 法）

洗濯寸法変化率 経緯 ±２％以下 （JIS L 1096-G 法）

ピ リ ン グ     3－4 級以上    （ICI 法）

残留ホルマリン 200ppm 以下

抗 菌 性 静菌活性値 2.2 以上     （統一試験法）

抗菌防臭加工 有

染色堅牢度 耐光          4 級以上     （JIS L 0842）

洗濯  （変）4 級以上     （JIS L 0844-A2）

    （汚）3－4 級以上  （JIS L 0844-A2）

摩擦  （乾）3－4 級以上  （JIS L 0849）

    （湿）2－3 級以上  （JIS L 0849）

汗 （変）4 級以上     （JIS L 0848）

     （汚）3 級以上     （JIS L 0848）

汗耐光  （変）4 級以上     （JIS L 088B）

静 電 性 導電性繊維 1 本/３ｃｍ以上混入

静電気用品構造基準７μc/㎡以下

（２） 裏生地

ダブルトリコット芯地

（３） ひさし

表及び裏面とも（１）の表生地と同じ三本縫い、内部に２㎜のソフト芯を入れ優美な曲線を

つける。

３ 縫製条件

（１） 野球帽型式（かまぼこ型）とする（芯地ポリホーム湾曲１８㎜）

（２） 表・裏６枚はぎとし、ハト目はプラスチック製（ＹＫＫ１０㎜）で後４枚に入れる。

（３） ビン皮は共布とし、メッシュの前立て付きとする。

（４） 前部及びひさしに別図２のデザインとし、担当者の承認をえて刺繍すること。
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（５） 後部は同系色のスライド式アジャスター付（ＹＫＫ使用）とする。

（６） 前部に腰のある芯を貼りつける。

（７） 布目はたて地とする。

（８） 金型の裁断とする。

（９） 帽子左内側に別図１の片布を縫い付けること。

４ サイズ別数量

                         

                        

                             

５ 別図１ 片布

所属

名前

         ※ 字体は活字体で不滅インキを使用

サイズ 内   訳 作成数量

Ｓ ５３ｃｍ～５５ｃｍ

Ｍ ５５ｃｍ～５７ｃｍ １０

Ｌ ５７ｃｍ～５９ｃｍ １０

ＬＬ ５９ｃｍ～６１ｃｍ

３Ｌ ６１ｃｍ～６３ｃｍ －

４Ｌ ６３ｃｍ～６５ｃｍ －

合 計 ２０

５．０㎝

２．０㎝
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６ 別図２


